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安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■ 「警告」と「注意」について
以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

 警告

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコン
セントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを
コンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　● 異常に高温になる。
● 内部に水や異物が混入した。● 煙が出る。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。● 無理な力を加えない。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に
なります。

必ずAC100V (50/60Hz)の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に
なります。

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因になります。

電池からもれ出た液には直接触れない。
液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ
に水で洗い流し、医師に相談してください。

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

電源/電源コード 電池

分解禁止
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本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

放熱のため本機を設置する際には:
● 布やテーブルクロスをかけない。
● じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
● 仰向けや横倒しには設置しない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
（RDX-E700の周囲に左右10cm、上10cm、背面
10cm以上の、スペースを確保する。）
本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

ディスクの挿入口や、放熱用の通風孔、パネルの
すき間から金属や紙片など異物を入れない。
火災や感電の原因になります。

ディスクをセットする際は、手をディスクトレイに
挟まれないよう注意する。
閉めるときに挟まれて、けがの原因になります。

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず
販売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れない。
感電の原因になります。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・
薬品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因
になります。

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがショー
トして火災や感電の原因になります。

 注意

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱら
ない。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し
込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ
にほこりが堆積して発熱や火災の原因になります。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ
ントは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

電池は極性表示(プラス＋とマイナス－)に従って、
正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより、火災やけがの原因にな
ります。

指定以外の電池は使用しない。また、種類の異なる
電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに
入れて携帯、保管しない。
電池がショートし、破裂や液もれにより、火災やけがの
原因になります。

設置

使用上の注意

手入れ

電源/電源コード

電池
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電池を加熱・分解したり、火や水の中へ入れない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、すぐに電池ケースから取り外す。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、自治体の条例または取り決めに
従って廃棄する。

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、
火災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に
なります。

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。
本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を
あたえるおそれがあります。

屋外アンテナ工事は販売店に依頼する。
工事には、技術と経験が必要です。

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての
接続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源を入れる前や、再生を始める前には、音量
(ボリューム)を最小にする。
突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。

音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

大きな音で長時間ヘッドホンを使用しない。
聴覚障害の原因になります。

ディスクの挿入口には手を入れない。
本機のメカニズムに手を引き込まれ、けがの原因になり
ます。

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修した
ディスクを使用しない。
ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び散っ
て、けがの原因になります。

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生
することがあります。
正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば
らく放置してください。

レーザー光源をのぞき込まない。
レーザー光が目に当たると、視覚障害の原因になりま
す。

業務用機器とは接続しない。
デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、
スピーカーを傷める原因になります。

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。
感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。
また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼する。
ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原
因になります。

設置

移動

使用上の注意

手入れ
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･ DVD、MP3 CD、 CD-R、 CD-RW、 ビデオCD、
オーディオCD対応

･ MULTI JOGダイヤルによる簡単操作
･ 多機能リモコン付属

･ オンスクリーンメニュー機能搭載
･ デジタル出力端子搭載
･ D1/D2端子搭載

･本体とリモコンのどちらでも操作できる場合は、リモコンでの操作を中心に記載しています。
･「ご注意」では操作・設定を行うときに留意すべき事項、yでは知っておくと便利な補足情報を記載しています。
･本書は製品の生産に先がけて作成されたものです。製品改良などの理由で実際の製品や梱包箱と内容が一部異なる場合
がございますのでご了承ください。

梱包箱を開封後、以下の付属品がすべてそろっていることをご確認ください。

特長

本書について

付属品

POWER

TV

STANDBY/ON

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0
DIMMER

REPEAT

PROG

A-B

TV CH

TV INPUT RANDOM

uPRESETPRESETd

MENUGUI

ENTER

SET UP

MUTE

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNER

EQ

DIRECT

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME

TOP MENU
/RETURN

SLEEP

+

–

+

–

+

–

FM簡易アンテナ

ビデオ用ピンケーブル
（1.5 m)

AMループアンテナ

単３電池（２本）リモコン
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は
じ
め
に

1 STANDBY
スタンバイ

/ON
オン

キー
電源モードを切り替えます。（14ページ）
y
電源モードがスタンバイのときにも少量の電力を消
費します。

2 キー
ディスクトレイを開閉します。本機の電源モードが
スタンバイになっているときに、 キーを押すと電
源モードがオンになり、入力ソースがDVD/CDに
切り替わります。

3 ディスクトレイ
ディスクをセットします。

4 ディスプレイ
再生状態や設定が表示されます。 (4 ページ )

5 sキー
ディスクの再生を停止します。

6 INPUT
インプット

キー
本機の入力を選択します。

7 h/eキー
ディスクの再生を開始または一時停止します。

8 PHONES
フォンズ

 端子
ヘッドホンを接続します。

9 TIMER
タイマー

キー
タイマー機能またはスリープ機能を設定するときに
使用します。

0 DISPLAY
ディスプレイ

キー
トラックやチャプターの経過時間などの再生状態や
設定を表示します。

A SOUND
サウンド

キー
調節するサウンド設定を切り替えます。

B MULTI JOG
　マルチ　　　　ジョグ

ダイヤル
チューナーモード：ラジオの周波数の調節や、さま
ざまな設定をするときに使用します。
DVD/ＣＤモード：前／次のチャプターまたはト
ラックにスキップします。

C MODE
モード

キー
MULTI JOGダイヤルの操作モードを切り替えます。

D リモコン受光窓
リモコンの信号を受信します。

E VOLUME
ボリューム

音量を調節します。

各部の名称とはたらき
フロントパネル

STANDBY/ON

PHONES TIMER DISPLAY SOUND MODE

VOLUME

INPUT

PUSH-ENTER
MULTI JOG

8 9 0 A B C D E

1 2 3 4 6 75
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各部の名称とはたらき

1 再生モード表示
再生モードに応じて点灯します。

2 インジケーター
ディスク再生を一時停止しているときに点灯しま
す。

3 再生表示
ディスクの再生しているときに点灯します。

4 MUTE
ミュート

表示
消音しているときに点灯します。

5 PROGRESSIVE
プログレッシブ

表示
プログレッシブ映像出力時に点灯します。

6 SLEEP
スリープ

表示
スリープタイマー使用時に点灯します。

7  インジケーター
タイマー機能使用時に点灯します。

8  インジケーター
電波の強い放送局を受信したときに点灯します。

9 ディスプレイモードインジケーター
メインディスプレイに表示されている情報の種類が
点灯します。

0 ST
ステレオ

インジケーター
自動選局または自動登録を行っているときに、電波
の強い FMステレオ放送を受信すると点灯します。

A MEMORY
メモリー

インジケーター
FM／AM放送局を登録しているときに点滅しま
す。

B メインディスプレイ
タイトル／チャプター／トラック番号や経過時間な
どさまざまな情報が表示されます。

ディスプレイ

RNDM
A-B

TITLE TRK CHAP
SF

PROG PROGRESSIVE SLEEP
MUTE ST MEMORY

1 2 3 4 5 6 7 8

9 0 A B
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各部の名称とはたらき
は
じ
め
に

■ 共通の機能

リモコンにはDVD/CDモードとTUNERモードの
２つのモードがあります。再生するソースに応じて
切り替えます。

入力モードを切り替えるには：
･ DVD/CD モード : DVD/CDキーを押します 。
･ TUNER モード : TUNERキーを押します。
TUNERモード選択時のリモコン操作については
「登録した放送局を選局する （プリセット選局）」
（35ページ）をご参照ください。

y
本機のリモコンで本機に接続したテレビやその他の
機器を操作することもできます。詳しくは「本機の
リモコンで外部機器を操作する」（40ページ）をご
参照ください。

共通のキー操作

1 赤外線送信部
リモコン操作用の赤外線信号を送信します。

2 STANDBY
スタンバイ

/ON
オン

 ( ) キー
本機の電源モード（スタンバイ／オン）を切り替え
ます。(14ページ )

3 MUTE
ミュート

キー
消音します。消音を解除するには、再度MUTE
キーを押します。

4 NIGHT
ナイト

キー
ナイトリスニングモードのオン /オフを切り替えま
す。（39ページ）

5 EQ
イコライザー

キー
イコライザーモードを切り替えます。

6 DIRECT
ダイレクト

キー
ダイレクト機能のオン／オフを切り替えます

7 SLEEP
スリープ

キー
スリープタイマーを設定します。(17ページ )

8 DIMMER
ディマー

キー
ディスプレイの明るさを調節します。 (18ページ )

9 VOLUME
ボリューム

 +/ －キー
音量を調節します。

0 入力選択キー
本機の入力を選択します。

リモコン

DVD/CDモード
･ディスクの再生
･音声字幕言語の選択
など 

TUNERモード
･登録した放送局の
受信選局など

TUNERキー

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNERDIRECT

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

+

–

+

–

DVD/CDキー

POWER

TV

STANDBY/ON

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0
DIMMER

REPEAT

PROG

A-B

TV CH

TV INPUT RANDOM

uPRESETPRESETd

MENUGUI

ENTER

SET UP

MUTE

NIGHT

TV

AUXDIRECT

DVD/CD

TUNER

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME

TOP MENU
/RETURN

SLEEP

+

–

+

–

+

–

7
8

3

4

6

5 0

9

1

2
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各部の名称とはたらき

■ DVD/CD モード

以下のキー操作はDVD/CDモードに設定し
たときの操作です。
1 数字キー (1 ～ 9、0)
数字を入力するときに使用します。

2 REPEAT
リピート

キー
リピート再生を設定します。(25ページ )

3 sキー
ディスクの再生を停止します。

4 eキー
ディスクの再生を一時停止します。

5 hキー
ディスクを再生します。

6 b、 aキー
再生中のトラックまたは次のトラックの開始位置に
スキップします。

7 GUI キー
テレビ画面にトラックやチャプターの経過時間など
再生状態や設定を表示します。

8 SET
セット

 UP
アップ

キー
テレビ画面にオンスクリーンメニューを表示しま
す。 (19ページ )

9 SUBTITLE
サブタイトル

キー
字幕言語の選択をします。 (28ページ )

0 ANGLE
アングル

キー
ディスクアングル（表示角度）を切り替えます。
(28ページ )

A A-B キー
A-B リピートを設定します。 (26ページ )

B PROG
プログラム

キー
プログラム再生を設定します。 (23ページ )

C RANDOM
ランダム

キー
ランダム（順不同）再生を設定します。 
(24ページ )

D MENU
メニュー

キー
テレビ画面にDVDメニューを表示します。
(27ページ )

E TOP
トップ

 MENU
メニュー

/RETURN
リターン

キー
DVDメニューで前の画面にもどります。 
(27ページ )

F  、  、  、  、ENTER
エン タ ー

キー
オンスクリーンメニューなどの設定に使用します。
(19ページ )

G AUDIO
オーディオ

キー
音声言語を切り替えます。(28ページ )

H ZOOM
ズーム

キー
映像の一部を拡大します。(29ページ )

POWER

TV

STANDBY/ON

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0
DIMMER

REPEAT

PROG

A-B

TV CH

TV INPUT RANDOM

uPRESETPRESETd

MENUGUI

ENTER

SET UP

MUTE

NIGHT

TV

AUXDIRECT

DVD/CD

TUNER

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME

TOP MENU
/RETURN

SLEEP

+

–

+

–

+

–

A

1

5

6
7

8

B

C

D

E

F

G
H

4

3

0
9

2



スピーカーを接続する
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準
備
と
接
続

スピーカーを本機に接続します。ご使用のスピーカーに付属している取扱説明書もご参照ください。

･すべてのケーブルを接続がするまで、本機の電源コードは接続しないでください。
･端子の左右（L、R）や、極性（＋、－）を確認して正しく接続してください。間違えて接続すると音が不自然になった
り、低音が出なくなったりします。また、接続が不十分だと音がまったく出なくなります。
･スピーカーの芯線どうしが接触したり、芯線が他の金属部に接触することのないようご注意ください。本機およびス
ピーカーを破損する原因となります。
･スピーカーは、インピーダンスが６Ω以上のものをお使いください。
･スピーカーは防磁型スピーカーをお使いください。防磁型以外のスピーカーをお使いになりますと、テレビやモニター
の映像が乱れることがあります。防磁型スピーカーをお使いの場合でも画像が乱れる場合は、テレビとスピーカーを離
して設置してください。

スピーカーを接続する

ご注意

L

R

MAINS

DIGITAL

AUXVIDEO OUT TV
IN INOUTVIDEO

TUNER

AM

GND

ANT

FM ANT
75Ω UNBAL.

OPTICAL

OUT

6Ω MIN. /SPEAKER

R L

SUBWOOFER
OUT

D1/D2

SPEAKERS

スピーカー L（左）スピーカーR（右）

DVD レシーバー

スピーカーケーブル スピーカーケーブル



スピーカーを接続する
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1 スピーカーケーブル先端の絶縁部（被覆）を、
１０ｍｍぐらいはがし、芯線をしっかりとよ
じります。

2 接続するSPEAKERS端子のレバーを押します。

3 SPEAKERS端子の穴にスピーカーケーブルの
芯線を差し込み、指を離してレバーを戻しま
す。

■ スピーカーケーブルについて

スピーカーケーブルは２本のケーブルからなり、
そのうち１本は極性を区別するために色や形状を
変えてあります。
一方のケーブルを本機とスピーカーの「＋
（プラス、赤）」へ、もう一方のケーブルを「－
（マイナス、黒）」へ接続してください。

スピーカーケーブルは芯線部分だけを端子の穴に接続して
ください。ケーブルの被覆部（ビニール）まで差し込むと
音が出ないことがあります。

サブウーファーケーブルを使用して、本機の
SUBWOOFER OUT端子とサブウーファーの入力
端子を接続します。

･接続する前に、本機およびサブウーファーの電源コード
が、ACコンセントに接続されていないことをご確認く
ださい。
･SUBWOOFER OUT端子からは、２チャンネルに変換
された音声の低域部分が出力されます。

スピーカーケーブルを接続する

ご注意

10 mm 芯線

被覆部

赤 : プラス (＋ )
黒 : マイナス ( － )

赤 : プラス (＋ )
黒 : マイナス ( － )

サブウーファーを接続する

ご注意

SPEAKERS

6Ω MIN. /SPEAKER

R L

SUBWOOFER
OUT

INPUT

INPUT

サブウーファー
（市販品）

サブウーファーケーブル
（市販品）



テレビを接続する
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準
備
と
接
続

付属のビデオ用ピンケーブルと市販のステレオピンケーブルを使用して本機とテレビを接続します。接続に
ついては、端子名等が異なることがあるのでご使用のテレビに付属している取扱説明書もご参照ください。

･本機の電源コードはすべての接続が完了してから接続し
てください。
･テレビを本機に接続する際は、テレビの電源をオフにし
てください。

■ VIDEO端子で接続する

1 付属のビデオ用ピンケーブルを使用して本機の  
VIDEO端子とテレビの映像入力端子を接続し
ます。

2 テレビの音声を本機で再生する場合は、市販の
ステレオピンケーブルを使用して本機の TV IN
端子とテレビの音声出力端子を接続します。

■ D1/D2端子で接続する

D1/D2端子は輝度信号と２種類の色差信号を分け
て伝送するため、VIDEO端子から出力されるコン
ポジット信号より美しい映像を再生することができ
ます。また、従来のインターレースよりも高画質な
プログレッシブ信号を出力することもできます。プ
ログレッシブ対応のテレビを使用する場合は、市販
のD端子ケーブルを使用して本機のD1/D2端子
とテレビのD端子を接続します。プログレッシブ
信号を出力するときは、テレビ側もプログレッシブ
対応していることをご確認ください。プログレッシ
ブの詳しい内容については「高画質な映像を楽しむ
（プログレッシブ）」（31ページ）をご参照くださ
い。

テレビを接続する

ご注意

L

R

MAINS

SPEAKERS

DIGITAL

AUXVIDEO OUT TV
IN INOUTVIDEO

TUNER

AM

GND

ANT

FM ANT
75Ω UNBAL.OPTICAL

OUT

6Ω MIN. /SPEAKER

R L

SUBWOOFER
OUT

OUT

VIDEO

AUDIO

L

R

IN

D1/D2

テレビ
ステレオピン
ケーブル 
( 市販品 )

ビデオ用ピン
ケーブル

L

R

DIGITAL

AUXVIDEO OUT TV
IN INOUTVIDEO

TUNER

AM

GND

ANT

FM ANT
75Ω UNBAL.

OPTICAL

OUT

OOFER
UT

D1/D2

D1/D2端子



アンテナを接続する
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本機で FM放送 /AM放送を受信するには、FM/AMアンテナを本機に接続する必要があります。本機には
FM簡易アンテナおよびAMループアンテナが付属していますので、通常はこれらのアンテナをご使用くだ
さい。付属のアンテナでうまく受信ができない場合は、別売りの屋外アンテナをご使用ください。屋外アン
テナの入手方法については、お近くのヤマハ電気音響製品サービス拠点までお問い合わせください。

■ アース（GND）端子について
GND端子は安全アースではありません。雑音が多いときに接続す
ると、雑音を低減することができます。アースは市販のアース棒
か銅版に被覆線を接続し、湿気の多い地中に埋めてください。

1 AMループアンテナを組み立てます。
アンテナを壁に設置する場合は、ループアンテナを組
み立てる必要ありません。

2 タブを押します。

3 AMループアンテナの芯線をAM ANT端子に接
続します。

4 指を離してタブを戻します。

5 手順2～４を繰り返し、AMループアンテナの
芯線をGND端子に接続します。

6 アンテナを本機およびスピーカーケーブルから
離れた場所に設置します。
放送局を受信している際に、アンテナを左右に回して
受信状態が良いアンテナの角度を探します。

1 FM簡易アンテナのアンテナコードを FM ANT
端子に接続します。

2 アンテナを本機およびスピーカーケーブルから
離れた場所に設置します。

FM屋外アンテナを接続するときは
市販の L型コネクタを使って、アンテナの同軸ケー
ブルを FM ANT端子に接続します。詳しくは、屋外
アンテナをお買い求めの販売店にご相談ください。

アンテナを接続する

AMループアンテナを接続する

L

R

DIGITAL

AUXVIDEO OUT TV
IN INOUTVIDEO

TUNER

AM

GND

ANT

FM ANT
75Ω UNBAL.

OPTICAL

OUT

FM簡易
アンテナ
(付属品 )

AMループ
アンテナ 
( 付属品 )

アース 
(GND 端子 )

FM簡易アンテナを接続する



その他の機器を接続する
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準
備
と
接
続

CDレコーダーやMDレコーダーなどの録音機器を本機の端子に接続すると、音声を本機で再生したり、本
機で再生している音声を録音することができます。ここでは本機と外部機器の接続例を説明します。なお、
外部機器の機能については、ご使用の機器に付属している取扱説明書をご参照ください。

1 光ファイバーケーブルを使用して、本機の
DIGITAL OPTICAL OUT端子とCDレコー
ダーまたはMDレコーダーの光デジタル入力端
子を接続します。

2 ステレオピンケーブルを使用して、本機のAUX 
OUT端子とレコーダーのアナログ入力端子を
接続します。

3 本機のAUX IN 端子とレコーダーのアナログ出
力端子を接続します。

y
本機のチューナーの音声はDIGITAL OPTICAL OUT端
子からは出力されません。FM放送やAM放送を録音する
場合は市販のステレオピンケーブルを使用して、本機の
AUX OUT端子とレコーダーのアナログ入力端子を接続
し、アナログ録音してください。

･本機の電源コードはすべてのケーブル接続が完了してか
ら接続してください。
･外部機器を本機に接続するときには、各機器の電源をオ
フにしてください。

その他の機器を接続する

CDレコーダーまたはMDレ
コーダーを接続する（デジタル
音声）

ご注意

L

R

DIGITAL

VIDEO OUT AUX TV
OUT IN INVIDEO

TUNER

AM
ANT

GND

FM ANT
75Ω UNBAL.OPTICAL

OUT

L

R

ANALOGOPTICAL

IN
OUTIN

CDレコーダーまた
はMDレコーダー

光ファイバー
ケーブル
（市販品）

ステレオピン
ケーブル
（市販品）



その他の機器を接続する
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■ AUX端子について

･ 同じ名前の端子の入力と出力は同時に機能しませ
ん。本機の場合、AUX IN L/R 端子に入力され
ている信号をAUX OUT L/R 出力端子から出力
することはできません。

･ 本機のデジタル信号回路とアナログ信号回路は独
立しています。アナログ信号はアナログ出力端子
からのみ出力されます。

■ DIGITAL端子について

･ 本機のデジタル端子はPCM、ドルビーデジタ
ル、DTS信号方式に対応しています。

･ 本機のデジタル端子はEIAJ規格に準拠していま
す。デジタル接続で外部機器を接続する際は、
EIAJ 規格に準拠した光ファイバーケーブルをご
使用ください。

y
本機はDTS信号をデジタル出力できます。DTSフォー
マットで記録されたディスクを再生するには、DTSデ
コーダーを搭載した外部機器のデジタル入力端子と本機の
DIGITAL OPTICAL OUT端子を接続します。

すべての接続が完了したら、本機とサブウーファー
（市販品）の電源コードをコンセントに接続します。

電源コードを接続する

MAINS

SPEAKERS

6Ω MIN. /SPEAKER

R L

SUB WOOFER
OUT

MAINS

ACコンセントへ
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準
備
と
接
続

1 バッテリーカバーの △マークを押しながら、カ
バーをリモコンから取り外します。

2 付属の単3 乾電池（2 本）を、電池ケースに挿
入します。
電池の向き（＋ /－極性）を正しく挿入してくださ
い。

3 バッテリーカバーをリモコンに装着します。

■ リモコンの電池を交換する
リモコンの電池が消耗すると、リモコンで本機を操
作できる距離が極端に短くなります。このような場
合、早めに新しい電池と交換してください。

･新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。
･種類の異なる電池（アルカリとマンガンなど）を混ぜて
使用しないでください。同じ形状でも性質の異なる場合
がありますのでご注意ください。
･使い切った電池はただちにリモコンから取り出してくだ
さい。リモコンに挿入したままにしておくと、破裂や液
漏れの原因となります。
･使い切った電池は地域の条例または取り決めに従って廃
棄してください。
･電池が液漏れしている場合は、ただちに電池をリモコン
から取り出し、廃棄してください。その際、肌や衣服が
漏れているバッテリー液に触れることのないよう十分ご
注意ください。リモコンにバッテリー液が付着している
場合はきれいに拭き取ってから新しい電池を挿入してく
ださい。
･リモコンから電池を取り出したら2 分以内に新しい電池
を挿入してください。これ以上の時間が経過すると、リ
モコンのメモリー内容が消去されます。

リモコンで本機を操作する際は、リモコンの赤外線
送信部を本体のリモコン受光窓（3ページ）に向け
ます。リモコン操作が可能な範囲は、本体から6m 
以内で正面から左右に30 度以内です。

･リモコンに水や飲み物などをこぼさないようご注意くだ
さい。
･リモコンを落としたり、リモコンに強い衝撃を与えたり
しないようご注意ください。
･リモコンを以下のような場所に放置しないでください。
−気温・湿度が高い場所（ヒーターの近くや風呂場など）
−極端に気温が低い場所
−ほこりっぽい場所

リモコンに電池を入れる

 を押す。 ご注意

リモコンを使用する

STANDBY/ON

PHONES TIMER DISPLAY SOUND MODE

VOLUME

INPUT

PUSH-ENTER
MULTI JOG

30˚ 30˚

６ｍ以内 ご注意



電源モードをオン／スタンバイにする

14

 

STANDBY/ONキーを押します。
再度STANDBY/ONキーを押すと、本機の電源
モードがスタンバイ（待機）に切り替わります。

y

スタンバイ時には少量の電力を消費します。また、本機は
エコスタンバイモード機能を備えています。本機をエコス
タンバイモードに切り替えると、スタンバイ時のディスプ
レイの表示（時計表示）がオフになります。エコスタンバ
イモードに切り替えるには、スタンバイ時に本機の
DISPLAYキーを押します。解除するには、再度本機の
DISPLAYキーを押します。

テレビ、スピーカー、アンテナ、その他の機器を本機に接続後、以下の手順で本機の入力を切り替えて、視
聴したい音声／映像を選択します。接続方法については（7～12ページ）をご参照ください。

目的に応じて下記の手順を実行します。

入力をDVD/CDに切り替えるには：
DVD/CDキーを押します。

入力を本機に接続した外部機器に切り替えるには：
AUXキーを押します。

入力をTVに切り替えるには：
TVキーを押します。

入力をチューナー（AM/FMラジオ）に切り替える
には：
TUNERキーを押します。
TUNERキーを押すたびにAM放送と FM放送
が切り替わります。

■ 本機のフロントパネルの INPUTキーを使
用して入力ソースを選択します

INPUTキーを繰り返し押します。
INPUTキーを押すたびに入力ソースが以下のよう
に切り替わります。

電源モードをオン／スタンバイにする

STANDBY/ON ( )
キー

POWER

TV

STANDBY/ON

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0
DIMMER

REPEAT A-B

TV CH

SLEEP

+

入力を切り替える

MUTE

NIGHT

TV

AUXDIRECT

DVD/CD

TUNER

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME

+

–

+

–

AUXキー

TVキー DVD/CDキー

TUNERキー
DVD/CD

FM

AM

TV

AUX



音量を調節する
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基
本
操
作

音量を上げるにはVOLUME +キー、下げるには
VOLUME －キーを押します。

MUTEキーを押します。
消音を解除してもとの音量に戻すには、MUTE
キーを再度押すかVOLUME +/ －キーを押します。

本機のディスプレイに表示される時計を調節しま
す。 1 本機のTIMERキーを押して「TIME」を選択し

ます。MULTI JOGダイヤルを押します。

2 MULTI JOGダイヤルを回して、「時」を設定
し、MULTI JOGダイヤルを押します。

3 MULTI JOGダイヤルを回して、「分」を設定
し、MULTI JOGダイヤルを押します。

4 再度MULTI JOGダイヤルを押して決定しま
す。

･タイマーを設定する前に時計を調節してください。
･１週間以上電源コンセントを抜いたままにしておくと、
本機のメモリー内容が消えてしまうことがあります。こ
の場合は、再度時計を調節してください。

音量を調節する

VOLUME +/ －
キー

MUTE

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNER

EQ

DIRECT

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME

+

–

+

–

一時的に消音する

VOLUME +/ －
キー

MUTE

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNER

EQ

DIRECT

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME

+

–

+

–

MUTE
キー

時計を調節する

MULTI JOGダ
STANDBY/ON

PHONES TIMER DISPLAY SOUND MODE

VOLUME

INPUT

PUSH-ENTER
MULTI JOG

MULTI JOG
ダイヤル

TIMER
キー

ご注意



タイマーを設定する
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タイマー機能を設定すると、指定した開始時刻に自
動的に電源モードがオンになり、あらかじめ指定し
たソースの再生が始まります。また、指定した再生
時間が経過すると自動的に電源モードがスタンバイ
になります。

1 本機のTIMERキー押して「TIMER」を選択し、
MULTI JOGダイヤルを押します。

2 MULTI JOGダイヤルを時計回りに回して
「TIMER ON」を選択し、MULTI JOGダイヤ
ルを押します。
現在のタイマー設定が表示されます。

3 MULTI JOGダイヤルを回して再生を開始する
時刻を入力します。MULTI JOGダイヤルを押
して決定します。

4 MULTI JOGダイヤルを回して再生したいソー
スを選択し、MULTI JOGダイヤルを押して決
定します。
DVDまたはCDを再生する場合は「DVD」を
選択し、AMラジオまたは FMラジオを受信す
る場合は「TUNER」を選択します。

5 MULTI JOGダイヤルを回して再生時間を入力
します。MULTI JOGダイヤルを押します。
30分から９０分の間で、10分間隔で再生時
間を設定することができます。

･タイマーを設定する前に時計を調節してください。
･タイマー機能は、本機に接続した外部機器の電源モード
を切り替えることはできません。
･タイマー機能を使用してAMまたは FM放送を受信する
場合は、最後に設定されていた放送局が選択されます。

■ タイマーを解除する
手順２で「TIMER OFF」を選択します。

タイマーを設定する

STANDBY/ON

PHONES TIMER DISPLAY SOUND MODE

VOLUME

INPUT

PUSH-ENTER
MULTI JOG

TIMER
キー

MULTI JOG
ダイヤル

ご注意



スリープタイマーを設定する
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スリープタイマー機能を使用すると、設定した時間
が経過すると自動的に本機の電源モードをスタンバ
イ（待機）にすることができ、おやすみのときなど
に便利です。

SLEEPキーを押してタイマーを設定する時間を選
択します。
SLEEPキーを押すたびに設定時間が以下のように
切り替わります。

y
スリープタイマーを設定すると本機は自動的にディマー
モードに切り替わります。（18ページ）

■ MULTI JOGダイヤルを使用してスリープ
タイマーを設定する

本機の TIMERキーを繰り返し押して、「SLEEP」
を選択します。ディスプレイにSLEEPインジケー
ターが点灯します。
MULTI JOGダイヤルを回して、設定時間を入力し
ます。６０分までは５分間隔で、６０分から１２０
分までは１０分間隔で、１２０分から２４０分まで
は３０分間隔で設定できます。

■ スリープタイマーを解除する
SLEEPキーを繰り返し押してSLEEPインジケー
ターを消灯させます。
MULTI JOGダイヤルを使用してスリープタイマー
を解除する場合は、本機の TIMERキーを繰り返し
押して「SLEEP」を選択し、MULTI JOGダイヤ
ルを回して「SLEEP－００」を選択します。

･スリープタイマーは本機の電源モードをスタンバイに切
り替えます。本機に接続した外部機器の電源モードを切
り替えることはできません。
･本機の電源モードをスタンバイに切り替えると、設定し
たスリープタイマーは自動的に解除されます。
･スリープタイマーが作動して電源モードがスタンバイに
なったときの入力や再生モードなどの設定は自動的に本
機のメモリーに記憶されます。これにより次に本機の電
源モードをオンにした時、スリープタイマー作動時と同
じ設定をそのまま引き継ぐことができます。

スリープタイマーを設定する

SLEEP
キー

POWER

TV
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1 2 3 4
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REPEAT
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TOP MENU
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+

–

+

–

+

–

ご注意

SLEEP-30

SLEEP-60

SLEEP-120

スリープタイマーオフ
（表示なし）



ディスプレイの明るさを調節する
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本機のディスプレイの明るさを調節することができ
ます。 DIMMERキーを押します。

DIMMERキーを押すたびにディスプレイの明るさ
が「DIMMER ON」（暗い）と「DIMMEＲ OFF」
（明るい）の二段階に切り替わります。

■ ディマーモードを解除する
DIMMERキーを押して「DIMMEＲ OFF」（明る
い）を選択します。

ディスプレイの明るさを調節する
（ディマーモード）
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テレビ画面でDVDの設定を変更する ( オンスクリーンメニュー )
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基
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テレビ画面に表示されるメニュー（オンスクリーン
メニュー）を使用して、DVDの再生に関するさま
ざまな設定を変更することができます。オンスク
リーンメニューの内容について詳しくはオンスク
リーンメニュー一覧（20ページ）をご参照くださ
い。
y
オンスクリーンメニューをテレビ画面に表示するために
は、本機とテレビを接続する必要があります。接続方法に
ついては「テレビを接続する」（9ページ）をご参照くだ
さい。

1 DVD/CDキーを押してから、SET UPキーを
押してオンスクリーンメニューをテレビ画面に
表示します。

2  ／ キーを押してメニュー項目を選択し
ます。ENTERキーを押して決定します。

3 SET UPキーを押してオンスクリーンメニュー
を終了します。

テレビ画面でDVDの設定を変更する 
( オンスクリーンメニュー )

オンスクリーンメニューを使用
する

ENTERキー

SET UP キー

DVD/CD キー

POWER
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REPEAT
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+

–

+

–
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　　キー

　　キー

Features

PicturePreferences

Toolbar

Setup

-  S  E  T  U  P  -

言語
字幕
TV タイプ
TV システム
パレンタルロック
ダウンサンプリング
デジタルアウト
プログレッシブ
スクリーンセーバー
DivX Code

日本語
OFF

4 : 3 PS
NTSC

LEVEL 7
OFF
RAW
OFF
ON

DISPLAY
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オンスクリーンメニュー一覧

メニュー 設定内容

言語 メニューなどの表示に使用する言語を設定します。英語、ドイツ語、フランス語、スペイン語、イタリ
ア語、日本語、の中から選択できます。また、DVDディスク再生時の音声言語もここで選択した言語
に設定されます。再生するディスクに選択した言語が収録されていない場合は、ディスクの初期設定の
言語が適用されます。

字幕 DVDディスク再生時に使用する字幕言語を設定します。OFF、日本語、英語、ドイツ語、フランス語、
スペイン語、イタリア語、中国語、韓国語、日本語の中から選択できます。再生するディスクに選択し
た言語が収録されていない場合、ディスクの初期設定の言語が適用されます。

TV タイプ テレビのサイズに応じて「4:3 PS ( パンスキャン）」、「4:3 LB ( レターボックス）」または「16:9」
のいずれかに設定します。

TV システム テレビの映像出力方式に応じて「PAL」、「NTSC」、「オート」のいずれかを設定します。日本国内では
通常「NTSC」を選択します。マルチシステムテレビ（PAL/NTSC両システムに対応）をご使用の場
合は「オート」を選択してください。
y

オンスクリーンメニューを表示中に、GUI キーを押すと映像出力タイプが順に切り替わります。

･ 「NTSC」設定時にPAL方式で記録されたディスクを再生する場合、または「PAL」設定時に
NTSC方式で記録されたディスクを再生する場合、画像が劣化することがあります。

･ ディスクによっては「オート」の設定で正常に動作しない場合があります。その場合は「NTSC」
または「PAL」をお試しください。

パレンタル
ロック

DVDディスク再生時の視聴制限レベルを設定します。視聴制限レベルの設けてあるディスクでは、お
子様が視聴するのに適さないシーンがある場合、ディスク全体または特定のシーンに視聴制限をかける
ことができます。視聴制限のかかったディスクを再生するにはパスワード入力が必要になります。
<パスワード >
数字キーを使用してパスワードの入力をし、視聴制限レベルの設定をします。
初期設定では「1234」がパスワードに設定されています。
<レベル>
UNLOCK：視聴制限を解除します。
レベル１～７：数値が小さいほど視聴制限は厳しくなります。
ADULT：すべてのDVDディスクを再生します。
<パスワード変更>
数字キーを使用して新しく設定するパスワードを「新パスワード」と「パスワード確認」の両方に入力
します。

ダウン
サンプリング

リニアPCMの 48 kHz へのダウンサンプリングを「ON」または「OFF」にします。
OFF：本機の DIGITAL OPTICAL OUTから出力される音声信号は、ダウンサンプリングされません。
ON：本機の DIGITAL OPTICAL OUTから出力される音声信号は、 48 kHz のリニアPCMにダウン
　サンプリングされます。

デジタル
アウト

DIGITAL OPTICAL OUT端子から出力される信号を選択します。
RAW：本機が出力できるすべてのデジタル信号を出力します。
PCM：DTS以外の信号をPCMに変換して出力します。

DTSフォーマットのディスクを再生しているときは、SPEAKERS端子およびAUX OUT端子から信
号は出力されません。

プログレッシブ VIDEO 端子の出力される信号の種類を設定します。
OFF： VIDEO端子からインターレース信号がそのまま出力されます。
ON：VIDEO端子からプログレッシブ信号が出力されます。
y

プログレッシブモードを解除するには、オンスクリーンメニューを表示中にZOOMキーを押します。

スクリーン
セーバー

スクリーンセーバー (22ページ ) を有効または無効にします。 
ON：スクリーンセーバーを有効にします。
OFF：スクリーンセーバーを無効にします。

DivX Code DivX® VOD（ビデオ・オンデマンド）サービスを利用してビデオを賃借または購入するための登録
コードを表示します。本機で再生するには、ビデオをコンピューターでダウンロードし、CD-Rまたは
CD-RWに書き込みします。DivX® VODからダウンロードしたビデオは、本機でのみ再生可能です。

ご注意

ご注意
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本機では映画や音楽ディスクなどさまざまなディスクをお楽しみいただけますが、ディスクの種類により使
用できる機能が異なります。この取扱説明書では、本機の機能が対応するディスクの種類を以下のアイコン
で表しています。アイコンの表示がない場合はすべての種類のディスクに対応しています。なお、本機で再
生が可能なディスクの種類についての詳細やディスクを取り扱う際のご注意については、「ディスクについ
て」（46 ページ）をご参照ください。

MP3、WMA、DivX®および JPEG画像ディ
スクについて
本機ではCD-Rや CD-RWに収録したMP3、
WMA、DivX®ファイルを音楽CDやDVDと同様
に再生することができます。この際、下図のように
フォルダはアルバム、ファイルはトラックとして認
識されます。またCD-Rや CD-RWに収録した
JPEG画像ファイルを表示することも可能です。
JPEG画像ファイルの表示方法については、「マル
チメディアディスクを楽しむ」（32 ページ）をご
参照ください。

MP3とは？
MPEG-1 Audio Layer-3 の略で、音声データを圧
縮するフォーマットの一つです。音楽CDと同じレ
ベルの音質を維持してデータ容量を圧縮することが
できます。

･録音状態により録音順番どおりにトラックが再生されな
い場合があります。
･本機は32/64/96/128/192/256/320kbps の
MP3ビットレートおよび可変ビットレートに対応して
います。
･本機は32/44.1/48kHz のサンプリング周波数に対応
しています。

WMAとは？
Windows Media Audio の略で、MP3と同様に音
声データを圧縮するフォーマットの一つです。
MP3よりも高い圧縮率で、データ容量を圧縮する
ことができます。

JPEG画像とは？
静止画像データを圧縮するフォーマットの一つで
す。若干の画質劣化を許容する (一部のデータを切
り捨てる )ことにより、データ容量を約1/10～
1/100に圧縮することができます。

本機はプログレッシブ JPEG形式には対応していません。

DivX®とは？
DivX® Networks 社によって開発された動画デー
タを圧縮するフォーマットの一つで、画質劣化を抑
えた高い圧縮率でデータ容量を圧縮します。イン
ターネットを使って動画データのダウンロードがで
きます。ダウンロードしたファイルを再生したり、
DivX®形式に変換したりするには、DivX®対応
コーディックが必要になります。

基本的な再生と対応ディスクについて

ＤＶＤビデオ ビデオＣＤ 音楽ＣＤ

DVD-V VCD CD

Root
アルバム
(フォルダ )

トラック 
( ファイル )

ご注意

ご注意
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本機でディスクを再生する際の基本操作です。これ以外にも本機はさまざまな便利な再生機能を備えていま
す。詳しくは「便利な再生操作」（23 ページ）をご参照ください。

■ 再生を開始する
pキーを押します。

y
･ディスクメニューが表示されている状態で、何も操作せ
ずに180分経過すると、自動的にスクリーンセーバー
が動作します。スクリーンセーバーを解除したい場合は、
任意のキーを押します。ディスク再生終了後、何も操作
せずに30分経過すると、本機の電源モードが自動的に
スタンバイに切り替わります。
･   再生時に、 p キーを長押しすると各トラックの
最初の10秒間程度を順に再生します。 通常再生に戻す
には再度 pキーを押します。 

■ 再生を停止する
sキーを押します。

y
再生を停止すると、停止した位置が自動的に本機のメモ
リーに記憶され、「RESUME」というメッセージがディス
プレイに表示されます。hキーを押すと、その停止位置
から再生を開始することができます。

■ 再生を一時停止する
eキーを押します。

通常の再生に戻すには、 pキーを押します。 

y
ディスク再生終了後または一時停止中、何も操作しない状
態で15分経過すると、自動的にスクリーンセーバーが動
作します。スクリーンセーバーを解除したい場合は、任意
のキーを押します。
ディスク再生終了後、何も操作せずに30分経過すると、
自動的に電源モードがスタンバイに切り替わります。

■ 早戻し／早送りする 
y
･早戻しするにはbキーを、早送りするにはaキー
を長押しします。
･各キーを押すたびに再生スピードが切り替わります
（２X、４X、８X、または２０X）。通常再生に戻す
にはpキーを押します。

ドルビーデジタル信号で記録されたディスクを早戻し／早
送りしている間は、スピーカーから音声が出力されませ
ん。

■ チャプター（トラック）をスキップする
再生中のチャプター（トラック）の開始位置にス
キップするには、  bキーを押します。

次のチャプター（トラック）の開始位置にスキップ
するには、aキーを押します。

前のチャプター（トラック）の開始位置にスキップ
するには、 bキーをすばやく２回押します。

ビデオCDのプレイバックコントロール（27 ページ）を
使用している場合は、スキップ機能が正しく動作しない場
合があります。

■ トラックを指定して再生する 
  

数字キーを押してトラック番号を入力し、 pキーを
押して決定します。

2桁の番号を入力するには、まず10の位の数字を
入力してから、すばやく1の位の数字を入力しま
す。

基本的な再生操作
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本機はさまざまな便利な再生機能を備えています。基本的な操作については「基本的な再生操作」（22 
ページ）をご参照ください。

プログラム再生とはディスク内のトラックまたは
チャプターをお好みの順序に再生する機能です。ま
た、プログラム再生の内容（再生順序）を表示した
り、プログラム再生の有効／無効を切り替えたり、
設定した内容を消去することも可能です。

プログラム再生機能はオンスクリーンメニューを使
用して操作します。

1 再生を停止中DVD/CDキーを押してから、
PROGキーを押します。
プログラム入力画面がテレビ画面に表示されま
す。

2 数字キーを押してプログラム再生に登録するト
ラックまたはタイトル /チャプター番号を入力し
ます。

3   /   /   /  キーを押して次の入力欄へ
カーソルを移動します。

4 手順２、３を繰り返して、プログラム再生に登録
するトラックまたはタイトル /チャプター番号を
すべて入力します。
最大１２トラックまで登録できます。

5   /   /   /  キーを押して「プログラム再
生」を選択し、ENTERキーを押します。
ディスプレイにPROGRAMインジケーターが
点灯します。プログラム入力画面が消え、プロ
グラム再生が自動的に開始されます。プログラ
ム再生が自動的に開始されない場合は、p

キーを押してください。

プログラム再生を実行している間は、プレイバックコント
ロール機能（27 ページ）を使用することはできません。

y
プログラム再生で登録したトラックまたはチャプターをリ
ピート再生することもできます。（25 ページ）

便利な再生操作

好きな順序で再生する
（プログラム再生）

ご注意
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本機のランダム再生機能を使用してトラックまたは
チャプターを順不同に再生することができます。

･DVDディスクによってはランダム再生機能が正しく動
作しない場合があります。
･ランダム再生中にaキーを押すと、順不同に選択さ
れた次のトラックまたはチャプターが再生されます。 
bキーを押すと、現在再生中のトラックまたはチャプ
ターの開始位置にスキップします。ランダム再生ですべ
てのトラックまたはチャプターが再生されるまで、同一
のトラックまたはチャプターが繰り返し再生されること
はありません。

RANDOMキーを押します。
ディスプレイにRANDOMインジケーターが点灯
します。

■ ランダム再生を解除する
 再度 RANDOMキーを押します。 

順不同に再生する
(ランダム再生 )

ご注意
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リピート再生を設定すると、チャプター（トラッ
ク）／タイトル／ディスク単位で繰り返し再生する
ことができます。またA-Bリピート（26 ページ）
を設定すると、チャプター（トラック）内の指定し
た部分のみを繰り返し再生することが可能です。

･DVDビデオによってはリピート再生が正しく機能しな
い場合があります。
･ビデオCDのプレイバックコントロール機能（27 ペー
ジ）とリピート再生機能は同時に使用できません。

1 リピート再生したいディスク、タイトル、チャ
プターまたはトラックを再生します。
詳しくは「基本的な再生操作」（22 ページ）を
ご参照ください。

2 REPEATキーを繰り返し押します。
ディスプレイに （リピートインジケーター）
が点灯します。
REPEATキーを押すたびにディスプレイのイ
ンジケーターが以下のように切り替わります。

■ リピート再生を解除する　　
REPEATキーを繰り返し押して （リピートイン
ジケータ）を消灯させます。

繰り返し再生する 
( リピート再生 )

ご注意
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REPEAT
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DVD-V

インジケーター消灯
(通常再生 )

 が点灯、TITLE が点滅
(現在再生中のタイトルをリピート再生 )

 が点灯、CHAPが点滅
(現在再生中のチャプターをリピート再生 )

VCD CD

インジケーター消灯
(通常再生 )

 F インジケーターが点灯
(現在再生中のディスクをリピート再生 )

 S インジケーターが点灯
(現在再生中のトラックをリピート再生 )
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■ 指定した部分のみを繰り返し再生する
（A-B リピート）

タイトル（トラック）内で開始位置と終了位置を指
定して、その間の部分のみを繰り返し再生すること
ができます。

･DVDビデオによってはA-B リピートが正しく機能しな
い場合があります。
･A-B リピートで指定できる範囲（開始位置と終了位置）
は、1つのタイトル（トラック）内に限ります。複数の
タイトル（トラック）をまたいでA-Bリピートを設定す
ることはできません。

1 A-Bリピートを設定するタイトル（トラック）
を再生します。
詳しくは「基本的な再生操作」（22 ページ）を
ご参照ください。

2 開始位置として指定する場面でA-Bキーを押し
ます。
ディスプレイに「  A」インジケーターが点灯
します。

3 終了位置として指定する場面でA-Bキーを再度押
します。
A-B リピート再生が始まります。
ディスプレイに「  A-B」インジケーターが
点灯します。

■ A-B リピート再生を解除する
再度A-Bキーを押して、「  A-B」インジケーター
を消灯させます。

ご注意
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DVDやビデオCDには、ディスク独自のメニュー
（DVDメニュー／ビデオCDプレイバックコント
ロール）が収録されています。これらのメニューを
使用して各ディスクに備わっているさまざまな機能
を操作することができます。

メニューの内容や操作方法はディスクにより異なります。
各ディスクのメニュー内容については、ディスクに収録さ
れているヘルプメニューやディスクのジャケットなどに記
載されている説明をご参照ください。

■ DVDメニューを操作する 

1 MENUキーを押します。
DVDメニューがテレビ画面に表示されます。

y
ディスクによっては、再生すると自動的にDVDメニュー
が表示される場合があります。

2  /  /  / キーを押して使用するメニュー
項目を選択し、ENTER キーを押します。

■ ビデオCDプレイバックコントロールを
操作する 

プレイバックコントロール機能が備わっているビデ
オCDを再生すると、テレビ画面にメニューが自動
的に表示されます。メニューが表示されているとき
に、以下のキーを使用してプレイバックコントロー
ルを操作することができます。

MENUキー： プレイバックコントロール機能を
オンまたはオフにします。

数字キー： 項目を選択します。
aキー： 次の画面を表示します。
b キー、TOP MENU/RETURNキー：

前の画面を表示します。

ディスクメニューを操作する
（DVDメニュー／ビデオCD
プレイバックコントロール）

ご注意

DVD-V
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音声／字幕言語／アングルを選択する

28

DVD再生時に使用する音声言語、字幕言語またはアングル（表示角度）を設定します。

音声言語と字幕言語はマルチ言語対応DVDでのみ設定することができます。また、選択できる言語はディスクにより異
なります。詳しくはディスクに収録されているヘルプメニューやディスクのジャケットなどに記載されている説明をご参
照ください。

ディスクを再生中または一時停止中にAUDIOキー
またはSUBTITLE キーを押してお好みの言語を選
択します。
選択した音声言語または字幕言語がテレビ画面に表
示されます。

この機能はマルチ言語対応ディスクでのみ使用すること
ができます。また、選択できる言語はディスクにより異
なります。詳しくは各ディスクのヘルプメニューやジャ
ケットなどの説明をご参照ください。

■ 字幕を消去する
「Off」を選択します。

ディスクを再生中にANGLEキーを押してお好みの
アングル（表示角度）を選択します。

この機能はマルチアングル対応ディスクでのみ使用するこ
とができます。また、選択できるアングル（表示角度）は
ディスクにより異なります。詳しくは各ディスクのヘルプ
メニューやジャケットなどの説明をご参照ください。

音声／字幕言語／アングルを選択する 

ご注意

DVD-V

音声／字幕言語を選択する

ご注意

MUTE
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TV
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DVD/CD

TUNERDIRECT

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME
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SUBTITLE
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AUDIOキー

アングルを選択する

ご注意
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映像の一部を拡大表示する（ズーム）
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本機のズーム機能を使用すると映像の一部を拡大表示することができます。

1 ディスクを再生中または一時停止中にZOOM
キーを押します。
現在のズーム設定がテレビ画面に表示されま
す。

2 ZOOMキーを押すたびにズーム設定が以下のよう
に切り替わります。

■ 通常の再生表示に戻す
「Zoom Off」を選択します。

y
ビデオCD、JPEGや DivX 画像にもズーム機能を使用
することができます。

映像の一部を拡大表示する（ズーム）  DVD-V
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GUI ( グラフィカル・ユーザー・インターフェイス） を使う
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GUI（Graphical
グラフィカル

 User
ユーザー

 Interface
インターフェイス

) 画面を使用して、現在再生中のディスク情報を調べたり、経過時間を入
力して再生を開始したい時間を指定したりすることができます。

1 ディスク再生中または一時停止中にGUI キーを
押します。
GUI 画面に表示されるものには、ディスクの種
類、経過時間、残り時間、タイトル／チャプ
ター／トラック情報、アングル情報、オーディ
オ情報、字幕言語情報、ビットレートがありま
す。

2 GUI キーを再度押します。
経過時間入力画面が表示されます。

3 数字キーを使用して、経過時間入力画面から再生
を開始したい時間を入力します。ENTERキーで
決定します。
数字キーを押さずに再度GUI キーを押すと、経
過時間入力画面が終了します。

GUI ( グラフィカル・ユーザー・インターフェイス）
を使う

数字キー

GUI キー
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Angle        1/1

6ch Eng

CHAPTER   4/52

          1/3

          Off

7.168Mbps

q



高画質な映像を楽しむ（プログレッシブ）
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プログレッシブ機能で高画質な映像を楽しむには、プログレッシブ入力対応テレビのD端子と本機のD1/
D2端子が接続されている必要があります。

■ プログレッシブモードにする
ディスクを停止中にSET UPキーを押してオ
ンスクリーン画面を表示してから、ZOOM
キーを押します。プログレッシブモードに切り
替わり、ディスプレイにPROGRESSIVEイン
ジケーターが点灯します。

■ プログレッシブモードを解除する
ディスクを停止中にSET UPキーを押してオ
ンスクリーン画面を表示してから、ZOOM
キーを押します。

y
･プログレッシブモードを解除すると、映像信号は通常出
力（インターレース信号出力）で出力されます。
･ディスク再生中は、プログレッシブ信号出力とインター
レース信号出力を切り替えることはできません。

･本機のプレグレッシブ機能と互換性のないプログレッシブ入力対応テレビを使用している場合、プログレッシブモード
でのディスク再生時に画像が乱れる場合があります。この場合、プログレッシブ機能をオフにして通常出力（インター
レース出力）で再生してください。ヤマハ製のプロジェクターやプラズマディスプレイをお使いの場合は、プログレッ
シブモードで再生することができます。
･プログレッシブモードを使用して縦横比が4:3の映像を16:9 ワイド画面テレビで再生すると、映像がテレビ画面の横
いっぱいに広がったり、字幕の一部または全部が表示されない場合があります。この場合、オンスクリーンメニュー
（19 ページ）の「TVタイプ」設定を使用しているテレビのサイズにあわせてください。設定が変更できない場合は、
上記「プログレッシブモードを解除する」の手順に従って、プログレッシブ機能を解除して通常出力（インターレース
出力）で再生してください。
･プログレッシブモードでは、映像信号はD1/D2端子からのみ出力されます。

高画質な映像を楽しむ（プログレッシブ）DVD-V
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マルチメディアディスクを楽しむ
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市販の JPEG画像ディスクおよびCD-Rや CD-RWディスクに保存したMP3、WMA、DivX®、JPEG
画像などを本機で再生することができます。

1 トレイにディスクをセットします。
テレビ画面にメニューが表示されます。

ディスクによっては、再生が始まるまで３０秒
以上かかることがあります。

2  /  を押してフォルダを選択し、ENTER
キーを押します。
１つ上の階層のフォルダへ移動する際は、
「 」が付いたフォルダを選択します。

3  /  を押してファイルを選択し、ENTER
キーを押して決定します。
選択したファイルから順に再生が始まります。
JPEG画像を選択した場合は、選択した画像か
ら自動的にスライドショーが始まります。スラ
イドショーを一時停止するには eキーを押し
ます。前または次のファイルを選択したい場合
は、 b / aキーを押します。

y
･数字キーを使用してファイルを選択することもできます。
･ JPEGディスクによってはMENUキーを押すとサム
ネールが表示されます。次または前のページを選択した

い場合は、 b / aキーを押します。  /  /  

/  キーを使用して見たい画像を選択し、ENTERキー
を押して全体表示にします。

･  /  /  キーを使用して画像を回転することもで
きます。
･スライドショーを一時停止しているときにZOOMキー
を押すと画像を拡大表示することができます。

 /  /  /  キーを使用して拡大表示する部分
を移動することもできます。

マルチメディアディスクを楽しむ
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本機では、AM/FM放送を自動選局、手動選局、プリセット選局の３つの方法で選局することができます。
お好みの方法で選局してラジオをお楽しみください。

ディスプレイの表示内容

1 ST インジケーター
電波の強い FM放送局を受信しているときに点灯し
ます。

2  インジケーター
電波の強い放送局を受信しているときに点灯しま
す。

3 プリセット番号
選択している放送局のプリセット番号が表示されま
す (35 ページ )。

4 バンド
選択している放送局のバンド (AM または FM）が
表示されます。

5 周波数
選択している放送局の周波数が表示されます。

早くて便利な選局方法です。ただし放送局の受信が
良くない地域にお住まいの場合や電波の弱い放送局
を受信する場合、聴きたい放送局が選局されない場
合があります。この場合は手動選局をご使用くださ
い。

1 本機のINPUTキーまたはリモコンのTUNERキー
を押してAMまたは FMを選択します。
リモコンの TUNERキーを押すたびに「AM」
と「FM」が切り替わります。

2 本機のMODEキーを押してから「TUNING 
MODE」を選択し、すばやくMULTI JOGダ
イヤルを時計回りに回します。
低い周波数から高い周波数に向かって電波の強
い放送局をサーチし、自動的に選局します。

y
･リモコンのeキーを押すと、FM放送局のモノラルとス
テレオを切り替えることができます。
･手順２でMULTI JOGダイヤルを反時計回りに回すと、
高い周波数から低い周波数に向かって放送局をサーチし
ます。

放送局の受信が良くない地域にお住まいの場合や電
波の弱い放送局を受信する場合は、手動で選局する
ことをおすすめします。

1 本機のINPUTキーを押してAMまたはFMを選択し
ます。　

2 本機のMODEキーを押してから「TUNING 
MODE」を選択し、 MULTI JOGダイヤルを回
して周波数を調節します。

放送局を選局する

自動選局する

ST

1

3 4 5

2

手動選局する

STANDBY/ON

PHONES TIMER DISPLAY SOUND MODE

VOLUME

INPUT

PUSH-ENTER
MULTI JOG

MODEキー

INPUTキー

MULTI JOG
ダイヤル



放送局を登録する（プリセット）
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本機にはお好みの放送局（最大AM放送局２０局、
FM放送局３０局）を登録することができるプリ
セット機能が備わっています。放送局を登録してお
くと、プリセット選局を使用して簡単に放送局を選
局することができます。登録には自動プリセットと
手動プリセットの２種類があります。

本機への電源供給が１週間以上遮断されると、本機のメモ
リー内容が消えてしまうことがあります。この場合は各設
定を再度やり直してください。

放送局の受信が良くない地域にお住まいの場合は、
右に記載の手動プリセットをご使用ください。

MULTI JOGダイヤルを３秒以上長押しします。
放送局の低い周波数から高い周波数へ向かって選局
を開始します。放送局を登録する際、自動的にプリ
セット番号を割り当てます。

y
sキーを押すと、現在選択されている放送局を消去するこ
とができます。また、  sキーを３秒以上長押しすると、
現在登録されているすべての放送局を消去することができ
ます。

放送局の受信が良くない地域にお住まいの場合は、
手動で放送局を登録します。

1 登録したい放送局を選局します。
詳しくは「放送局を選局する」（33 ページ）を
ご参照ください。

2 MULTI JOGダイヤルを押します。
ディスプレイに約５秒間MEMORYインジケー
ターが点滅します。

3 ４秒以内にMULTI JOGダイヤルを回して、
AM放送の場合は１から２０、FM放送の場合
は１から３０のいずれかのプリセット番号に選
局した放送局を登録します。

4 再度MULTI JOGダイヤルを押します。
y
･ディスプレイにMEMORYインジケーターが点滅してい
る間に操作を行わなかった場合、操作はキャンセルされ
ます。操作の途中でMEMORYインジケーターが消えた
場合は、手順２からやり直してください。
･sキーを押すと、現在選択されている放送局を消去する
ことができます。また、  sキーを３秒以上長押しする
と、現在登録されているすべての放送局を消去すること
ができます。

放送局を登録する（プリセット）

ご注意

放送局を自動登録する
（自動プリセット）

STANDBY/ON

PHONES TIMER DISPLAY SOUND MODE

VOLUME

INPUT

PUSH-ENTER
MULTI JOG

MULTI JOG
ダイヤル

放送局を手動登録する
（手動プリセット）

STANDBY/ON

PHONES TIMER DISPLAY SOUND MODE

VOLUME

INPUT

PUSH-ENTER
MULTI JOG

MULTI JOG
ダイヤル
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放送局を登録する（プリセット）
基
本
操
作

お好みの放送局を自動登録（34 ページ）または手
動登録（34 ページ）しておくと、プリセットグ
ループと番号を指定して簡単に選局することができ
ます。

数字キーまたは PRESET u / d を繰り返し押して聴
きたい放送局を選局します。
y
本機のMULTI JOGダイヤルを使用して、放送局を選局
することもできます。

登録した放送局を選局する
（プリセット選局）

POWER

TV

STANDBY/ON

DIMMER

REPEAT

PROG

A-B

TV CH

TV INPUT RANDOM

uPRESETPRESETd

MENUGUI

SLEEP

+

–

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0

PRESET d
キー

PRESET u
キー

数字キー



外部機器の音声を本機で再生する
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外部機器を本機に接続すると、本機の機能を使用して外部機器の音声を再生することができます。外部機器
の接続方法については「テレビを接続する」（9 ページ）または「その他の機器を接続する」（11 ページ）
をご参照ください。また外部機器のリモコンコードを本機のリモコンに登録しておくと（40 ページ）、本
機のリモコンで外部機器を操作することができます。

外部機器の機能については、ご使用の機器に付属している取扱説明書をご参照ください。

市販のステレオピンケーブルを使用して、本機の
TV L/R端子とテレビの音声出力端子を接続しま
す。詳しくは「テレビを接続する」（9 ページ）を
ご参照ください。

1 テレビの電源を入れてからSTANDBY/ON 
( ) キーを押して本機の電源を入れます。

2 TVキーを押します。

市販のステレオピンケーブルを使用して、本機の
AUX IN L/R 端子と外部機器の音声出力端子を接続
します。

1 外部機器の電源を入れてからSTANDBY/ON 
( ) キーを押して本機の電源を入れます。

2 AUXキーを押します。

3 外部機器の再生を開始します。

外部機器の音声を本機で再生する

ご注意

テレビの音声を本機で楽しむ

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNERDIRECT

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

– –

POWER

TV

STANDBY/ON

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0
DIMMER SLEEP

TVキー

STANDBY/ON
( ) キー

その他の機器を本機で楽しむ

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNERDIRECT

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

– –

POWER

TV

STANDBY/ON

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0
DIMMER SLEEP

AUXキー

STANDBY/ON
( ) キー
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応
用
操
作

外部レコーダーを本機に接続すると、本機で再生している映像／音声を外部レコーダーで録画／録音するこ
とができます。外部レコーダーの接続方法については、「その他の機器を接続する」（11 ページ）をご参照
ください。

外部レコーダーの機能については、ご使用の機器に付属し
ている取扱説明書をご参照ください。

本機のDIGITAL OPTICAL OUT端子とCDレ
コーダーやMDレコーダーの光デジタル入力端子を
接続している場合（11 ページ）、本機で再生して
いる音声をそれらの機器で録音することができま
す。

･チューナの音はDIGITAL OPTICAL OUT端子には出力
されません。AMや FM放送を録音する場合は市販のス
テレオピンケーブルを使用して、本機のAUX OUT L/R
端子とレコーダーのアナログ入力端子を接続してくださ
い。
･録音を開始する前に、テスト録音を実行して正しく録音
されていることをご確認ください。
･本機に接続した外部機器の電源を切ると再生音が歪んだ
り、音量が下がったりすることがあります。このような
場合は外部機器の電源を入れてください。
･録音中に音量や音質を調整しても、録音される音声には
影響しません。ただし、 DVD/CD入力で録音している際
ヘッドホン端子にヘッドホンを抜き差しすると録音する
音声が途切れる場合がありますのでご注意ください。
･DTSフォーマットで記録されたソースを再生するには
DTSデコーダーを搭載した外部機器と本機を接続する必
要があります。
･録音した音声は個人でお楽しみください。著作権者に無
断で営利使用することはできません。

1 レコーダーの電源を入れてSTANDBY/ON 
( ) キーを押して本機の電源モードをオンに
します。

2 入力選択キーで入力モードを選択し、録音する
ソースの再生を準備します。

3 レコーダーの録音およびソースの再生を開始し
ます。

外部AV機器で録画／録音する

ご注意

本機で再生している音声を
録音する

ご注意

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNERTUNER

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

– –

POWER

TV

STANDBY/ON

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0
DIMMER

REPEAT A B

SLEEP

+

入力選択
キー

STANDBY/ON
( ) キー



サウンドを調節する
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本機ではBASS（低音）、TREBLE（高音）、L/R BALANCE（L/Rバランス）、イコライザーモード、ま
たはDIRECT（ダイレクト機能）の設定ができます。
 

録音中にサウンド調節をしても、録音される音声には影響しません。

1 SOUNDキーを繰り返し押して調節したいサウ
ンドの種類を選択します。 
SOUNDキーを押すたびにディスプレイの表示
が以下のように切り替わります。

*イコライザーモードでは、現在選択されているモー
ドが表示されます。

2 MULTI JOGダイヤルを回して以下のそれぞれ
のサウンドを調節します。
BASS： 低音のレベルを調節します。

(－ 10～+10 dB)
TREBLE： 高音のレベルを調節します。 

( － 10 ～ +10 dB)
L/R BALANCE：

スピーカーのバランスを調節し
ます。
(L+６ dB～ R+６ dB)

イコライザーモード：
ROCK（ロック）、POP（ポッ
プ）、 JAZZ（ジャズ）、
CLASSIC（クラシック） FLAT
（フラット )の中から選択できま
す。

DIRECT： 本機のダイレクト機能をオンま
たはオフにします。

3 MULTI JOGダイヤルを押します。
y
･リモコンの EQキーを使用してイコライザーモードを設
定することもできます。
･リモコンのDIRECTキーを使用してダイレクト機能のオ
ン／オフを切り替えることもできます。

サウンドを調節する

ご注意

STANDBY/ON

PHONES TIMER DISPLAY SOUND MODE

VOLUME

INPUT

PUSH-ENTER
MULTI JOG

MULTI JOG
ダイヤル

SOUND
キー

サウンド設定を調節する

BASS

TRE. (TREBLE)

BAL. (L/R BALANCE)

イコライザーモード*

DIRECT
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サウンドを調節する
応
用
操
作

ナイトリスニングモードをオンにすると、夜間など
小さな音量で再生する際、大きな効果音を抑えて会
話やヴォーカル音声などをはっきりと聞こえるよう
に再生することができます。

NIGHTキーを押します。
NIGHTキーを押すたび、ナイトリスニングモード
のオン /オフが以下のように切り替わります。

■ ナイトリスニングモードを解除する
NIGHTキーを押して「NIGHT OFF」を選択しま
す。

ナイトリスニングモード

POWER

TV

STANDBY/ON

DIMMER

REPEAT

PROG

A-B

TV CH

TV INPUT RANDOM

uPRESETPRESETd

MENUGUI

ENTER

SET UP

MUTE

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNERDIRECT

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME

TOP MENU
/RETURN

SLEEP

+

–

+

–

+

–

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0

NIGHTキー

NIGHT OFF

NIGHT ON



本機のリモコンで外部機器を操作する
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外部機器のリモコンコード（51 ページ）を登録すると、本機のリモコンを使用して本機に接続したテレ
ビ、ケーブルテレビチューナー、衛星デジタルチューナーなどの外部機器を操作することができます。

外部機器の種類によっては、本機のリモコンで一部の機能を操作できない場合やまったく操作できない場合
があります。このような場合は外部機器に付属しているリモコンをご使用ください。

TVキーにはテレビのリモコンコードを、AUXキー
にはケーブルテレビチューナーまたは衛星デジタル
チューナーのリモコンコードを登録することができ
ます。

1 TVキーまたはAUXキーを押して、本機のリモ
コンを使用して操作したい外部機器の入力ソー
スを選択します。

2 PROGキーを押しながらTVキーまたはAUX
キーを押します。PROGキーを押したまま、数
字キーを使用して3桁のリモコンコードを入力
します。詳しくは「リモコンコード一覧」（51 
ページ）をご参照ください。

3 「操作可能な機能」（41 ページ）を参照し、登
録したいずれかの操作を実行します。
外部機器が正しく機能すれば登録完了です。正
しく機能しない場合はリモコンコードを間違っ
て入力している可能性があります。本機に接続
している外部機器のリモコンコードを確認後、
手順１～手順２を再度実行してください。

･リモコンの電池が切れると、約２分後にリモコンのメモ
リー内容が消去されます。この場合、必要に応じてリモ
コンコードを再登録してください。電池が切れて２分に
満たない場合でも、電池の交換中にリモコンのキーを押
すと、設定が消えてしまうことがありますので、ご注意
ください。
･複数のリモコンコードが記載されている場合は、お使い
の機器に一致するものが見つかるまで順にお試しくださ
い。

本機のリモコンで外部機器を操作する

ご注意

リモコンコードを登録する

POWER

TV

STANDBY/ON

DIMMER

REPEAT

PROG

A-B

TV CH

TV INPUT RANDOM

uPRESETPRESETd

MENUGUI

ENTER

SET UP

MUTE

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNERDIRECT

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME

TOP MENU
/RETURN

SLEEP

+

–

+

–

+

–

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0

TVキー

AUXキー

PROGキー

数字キー

ご注意
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本機のリモコンで外部機器を操作する
応
用
操
作

「リモコンコードを登録する」(40 ページ ) の手順
１を実行すると、登録した外部機器の機能を本機の
リモコンで操作できるようになります。

テレビの操作 (TVキー )
1 数字キー
テレビのチャンネルを入力します。

2 TV CH
チャンネル

 +/ －キー
テレビのチャンネルを切り替えます。

3 TV INPUT
インプット

キー
テレビの入力を切り替えます。

4 TV VOL
ボリューム

 +/ －キー
テレビの音量を調節します。

5 POWER
パワー

 TV キー
テレビの電源モード（オン／スタンバイ）を切り替
えます。

ケーブルチューナー／衛星デジタル
チューナーの操作 (AUXキー )
1 数字キー
テレビのチャンネルを入力します。

2 TV CH
チャンネル

 +/ －キー
テレビのチャンネルを切り替えます。

3 TV INPUT
インプット

キー
テレビの入力を切り替えます。

4 TV VOL
ボリューム

 +/ －キー
テレビの音量を調節します。

5 POWER
パワー

 TVキー
ケーブルチューナーまたは衛星デジタルチューナー
の電源モード（オン／スタンバイ）を切り替えます。

6 MENU
メニュー

キー
オンスクリーンメニューを表示します。(衛星デジ
タルチューナーのみ )

7  、  、  、 、ENTER
エン タ ー

キー
オンスクリーンメニューを操作する際に使用します。

操作可能な機能

POWER

TV

STANDBY/ON

DIMMER

REPEAT

PROG

A-B

TV CH

RANDOM

uPRESETPRESETd

MENUGUI

ENTER

SET UP

MUTE

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNERDIRECT

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME

TOP MENU
/RETURN

SLEEP

+

–

+

–

+

–

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0

TV INPUT

5

4

2

1

3

POWER

TV

STANDBY/ON

DIMMER

REPEAT

PROG

A-B

TV CH

RANDOM

uPRESETPRESETd

MENUGUI

ENTER

SET UP

MUTE

NIGHT

TV

AUX

DVD/CD

TUNERDIRECT

EQ

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

TV VOL VOLUME

TOP MENU
/RETURN

SLEEP

+

–

+

–

+

–

1 2 3 4

5 6 7 8

9 0

TV INPUT

5

4

2

1

3

6

7



故障かな？と思ったら
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使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は、まず下記をご確認ください。下記以外で異常が認められた
場合や下記の対処を行っても正常に作動しない場合は、本機の電源を切り、電源コードをコンセントから抜
いてから、お買上げ店または最寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点までお問い合わせください。

故障かな？と思ったら

全般

症状 原因 対策
電源を入れてもすぐに切れる 電源コードが正しく接続されていない。電源コードが正しくコンセントに接続さ

れていることをご確認ください。
（12 ページ）

スピーカーケーブルがショートした。 スピーカーケーブルが正しく接続されて
いることをご確認ください。

本機が落雷や過度の静電気など外部か
らの強い電気ショックを受けた。

本機の電源モードをスタンバイにして電
源コードを抜いてください。約30秒後
に電源コードをコンセントに再度接続し、
電源モードをオンにしてください。

スピーカーから音が出ない 音量が最小に設定されている。 音量を調節してください。（15 ページ）
消音機能を使用している。 消音を解除してください。（15 ページ）
入力が正しく選択されていない。 正しい入力を選択してください。

（14 ページ）
ケーブルが正しく接続されていない。 すべてのケーブルが正しく接続されてい

ることをご確認ください。（7 ページ）
本機で再生できないディスクを再生し
ようとしている。

本機の対応ディスクおよび再生しようと
しているディスクの種類をご確認くださ
い。（21 ページ）

DTSソースを再生している。 本機をDTSデコーダー対応の機器とデ
ジタル接続し、オンスクリーンメニュー
の「デジタルアウト」出力の設定を
「RAW」に変更してください。（12 ペー
ジ、20 ページ）

テレビ画面に画像が表示されない ケーブルが正しく接続されていない。 ケーブルが正しく接続されていることを
ご確認ください。（7 ページ）

音が突然出なくなる スリープタイマー（17 ページ）を設
定している。

電源モードをオンにして再生しなおして
ください。

片側のチャンネルの音がほとんど
出ない

ケーブルが正しく接続されていない。 すべてのケーブルが正しく接続されてい
ることをご確認ください。（7 ページ）

音量が大きくならない／音が歪む 本機の出力端子に接続している機器の
電源が入っていない。

本機の出力端子に接続している機器の電
源を入れてください。

本機で再生している FM/AM放送
を外部レコーダーで録音できない

FM/AM放送をデジタル録音しようと
している。

アナログ録音してください。
（11 ページ、37 ページ）

本機が正常に作動しない 本機が落雷や過度の静電気など外部か
らの強い電気ショックを受けた。

本機の電源モードをスタンバイにして電
源コードを抜いてください。約30秒後
に電源コードをコンセントに再度接続し、
電源モードをオンにしてください。

周囲に設置しているデジタル機器
や高周波機器から雑音が出る

本機とデジタル機器または高周波機器
の位置が近すぎる。

本機をそれらの機器から離して設置して
ください。

本機に接続したAV機器で再生し
ているソースを外部レコーダーで
録音できない

アナログソースをデジタル録音しよ
うとしている。

適切なソースを入力してください。

時計などの設定内容が消えた 電源コードがコンセントから抜けて
いたり、外部タイマーにより電源が
切られていた場合など、本機への電
源供給が１週間以上遮断されていた。

電源供給が１週間以上遮断されると、
本機のメモリーに登録された内容が消
えてしまうことがあります。この場合
は各設定を再度やり直してください。
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その他の情報
そ
の
他
の
情
報

リモコンの操作
症状 原因 対策

リモコンでDVDレシーバー
本体を操作できない

リモコンの操作範囲外から操作しよう
としている。

リモコンの操作範囲については、リモコ
ンを使用する（13 ページ）をご参照く
ださい。

DVDレシーバー本体のリモコン受光
部に直射日光や照明があたっている。

照明またはDVDレシーバー本体の向き
を変更してください。

リモコンの操作モードが正しく選択さ
れていない。

目的に応じてリモコンの操作モードを変
更してください。（13 ページ）

電池が消耗している。 新しい電池と交換してください。
（13 ページ）

リモコンで本機に接続した外部
AV機器を操作できない

システムコンポーネントをリモコン操
作しようとしている。

本機のリモコンでシステムコンポーネン
トを操作することはできません。各機器
に付属しているリモコンをご使用くださ
い。

リモコンコードが正しく設定されてい
ない。

ご使用の機器のリモコンコードを確認後、
リモコンコードを再度登録してください。
また外部機器の機種によっては、本機の
リモコンで一部またはすべての機能を操
作できない場合があります。この場合は
各機器に付属しているリモコンをご使用
ください。

ディスクの再生

症状 原因 対策
特定の機能がはたらかない ディスクの種類により本機の機能に対

応していない場合があります。
hキーを押しても再生が始まらな
い（すぐに停止する）

ディスクがディスクトレイに正しく
セットされていない。

ディスクを正しくセットしてください。

ディスクが汚れている。 ディスクの汚れを拭きとってください。
本機で再生できないディスクを再生し
ようとしている。

本機の対応ディスク情報および使用して
いるディスクの種類をご確認ください。
（21 ページ）

本機を気温の低い場所から高い場所に
移動したため、レンズ部に露が付いた。

本機を1、2 時間ほど放置してから再度
操作してください。

音声／字幕言語を切り替えられない マルチ言語に対応していないディスク
を使用している。

音声／字幕言語は、マルチ言語対応ディ
スクでのみ切り替え可能です。ディスク
に収録されているヘルプメニューやディ
スクのジャケットに記載されている説明
などを参照し、ご使用のディスクがマル
チ言語に対応しているかどうかご確認く
ださい。

字幕が表示されない 字幕言語の設定で「OFF」が選択され
ている。

表示する字幕言語を選択してください。
（28 ページ）

字幕データが記録されていないディス
クを使用している。

字幕は、字幕対応ディスクでのみ表示可
能です。ディスクに収録されているヘル
プメニューやディスクのジャケットに記
載されている説明などを参照して、ご使
用のディスクが字幕表示に対応している
かどうかご確認ください。

A-Bリピート（26 ページ）を設定し
ている。

A-B リピートを設定している場合、選択
範囲以外で字幕が表示されないことがあ
ります。この場合はA-B リピートを解除
してください。（26 ページ）
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故障かな？と思ったら

ディスクアングル（表示角度）を
切り替えられない

マルチアングルに対応していないディ
スクを使用している。

ディスクアングルは、マルチアングル対
応DVDでのみ切り替え可能です。ディ
スクに収録されているヘルプメニューや
ディスクのケースに記載されている説明
などを参照して、ご使用のディスクがマ
ルチアングルに対応しているかどうかご
確認ください。

DVDをビデオデッキで録画できな
い

コピープロテクトがかかっている
DVDを録画しようとしている。

ほとんどの場合、市販のDVDにはコ
ピープロテクトがかかっています。これ
らのDVDを複製することはできません。

画質が良くない 早戻し／早送り再生をしている。 早戻し／早送り再生をしている際に、画
像が多少乱れることがありますが、故障
ではありません。

テレビ（モニター）に映像が正常
に表示されない

オンスクリーンメニューの「TVタイ
プ」が使用しているテレビの仕様と一
致していない。

「TVタイプ」の設定をやり直してくださ
い。設定が変更できない場合は、プログ
レッシブ機能をオフにして通常出力（イ
ンターレース出力）に戻してください。
（31 ページ）

プログレッシブ入力に対応していない
テレビでプログレッシブ機能を使用し
ている。

本機のプログレッシブ機能をオフにして
通常出力（インターレース出力）に戻し
てください。（31 ページ）

画面サイズがおかしい オンスクリーンメニューの「TVタイ
プ」が使用しているテレビのサイズと
一致していない。

オンスクリーンメニューで「TVタイプ」
を変更してください。（19 ページ）

映像の一部が二重にぶれて表示さ
れる

映像ソフトそのものの編集方法や素材
が本機のプログレッシブ機能に対応し
ていない。

本機のプログレッシブ機能をオフにして
通常出力（インターレース出力）に戻し
てください。（31 ページ）

ディスクが勝手にイジェクトされ
る（ディスクトレイが開く）

本機で再生できないディスクを再生し
ようとしている。

本機の対応ディスク情報および使用して
いるディスクの種類をご確認ください。
（21 ページ）

ディスクをディスクトレイにセッ
トしてもディスプレイに「No 
Disc」というメッセージが表示さ
れたままになりディスクが認識さ
れない

ディスクがディスクトレイに正しく
セットされていない。

ディスクを正しくセットしてください。
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その他の情報
そ
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■ FM/AM放送局の受信

■ FM放送局の受信

■ AM放送局の受信

放送局の受信

症状 原因 対策
プリセット選局ができない
（35 ページ）

本機のメモリーに登録された設定内容
が消去された。

放送局を再度登録してください。

プリセット選局などの設定内容が
消えた

電源コードがコンセントから抜けて
いたり、外部タイマーにより電源が
切られていた場合など、本機への電
源供給が１週間以上遮断されていた。

電源供給が１週間以上遮断されると、
本機のメモリーに登録された設定内容
が消えてしまうことがあります。この
場合は各設定を再度やり直してくださ
い。

症状 原因 対策
ステレオ放送になるとたくさんの
雑音が入る

FM簡易アンテナが正しく接続されて
いない。

FM簡易アンテナが正しく接続されてい
ることをご確認ください。（10 ページ）

選択している FM放送局の電波が弱
い、またはお住まいの地域の FM放送
局の受信が良くない。

手動選局で雑音を軽減するか（33 ペー
ジ）、別売りの屋外アンテナをご使用くだ
さい。屋外アンテナの入手方法について
は、お近くのヤマハ電気音響製品サービ
ス拠点までお問い合わせください。

屋外アンテナを使用していても受
信感度が悪い（音が歪むなど）

マルチバス ( 多重反射 ) などの妨害電
波を受けている。

アンテナの高さや方向、設置場所を変え
てください。

自動選局ができない（33 ページ） FM放送局の電波が弱い、またはお住
まいの地域の FM放送局の受信が良く
ない。

手動選局で放送局を選局するか（33 
ページ）、別売りの屋外アンテナをご使用
ください。屋外アンテナの入手方法につ
いては、お近くのヤマハ電気音響製品
サービス拠点までお問い合わせください。

症状 原因 対策
自動選局ができない（33 ページ） AMループアンテナが正しく接続され

ていない。
AMループアンテナが正しく接続されて
いることをご確認ください。
（10 ページ）

AM放送局の電波が弱い、またはお住
まいの地域のAM放送局の受信が良く
ない。

手動選局で放送局を選局してください。
（33 ページ）

たくさんの雑音が入る 空電や雷による雑音、または蛍光灯、
モーター、サーモスタット付きの電気
器具などの雑音を拾っている。

この種類の雑音を完全に除去するのは困
難です。屋外アンテナを使用して、アー
ス線を正しく接続すると雑音が軽減でき
る場合があります。

本機とテレビの位置が近すぎる。（特に
夕方～夜になると雑音が入る場合）

本機をテレビから離して設置してくださ
い。
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本機は下記のディスクが再生できます。本機の故障やディスクの破損の原因となりますので、これ以外の
ディスクは使用しないでください｡

本機で再生できる映像ディスク

DVDのリージョンコードについて
一般のDVDプレーヤーとDVDビデオディスクに
はリージョンコード（発売地域ごとに割り当てられ
た識別番号）が決められています。本機では右表の
ディスクが再生できます。
詳しくはディスクのジャケットなどの記載もご覧ください。

本機で再生できる音楽ディスク

y
ディスクのロゴマークは、ディスクやディスクのジャケットに印刷されています。

ディスクについて

ディスクの種類 ディスクのロゴマーク

DVDビデオ

        

SVCD
( スーパービデオCD)

        

ビデオ CD

市販のビデオCD

マイビデオCD
MPEG形式の動画ファイルをCD-Rや
CD-RWに書き込んで、ビデオCDと
して再生できます。

DIGITAL VIDEO

DIGITAL VIDEO

仕向け 本機の
リージョンコード

再生できるディスク
のリージョンコード

   日本

 
または複数のリー
ジョンコードに2
が入っているディス
ク

2 2 ALL

ディスクの種類 ディスクのロゴマーク

音楽CD
（コンパクトディスク
デジタルオーディオ） マイ音楽CD

ご自分で書き込んだCD-R や CD-RWを音楽CDとして再生
できます。MP3形式の音声も再生できます。
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ディスクについて
そ
の
他
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• 本機は、CD-R、CD-RW（MP3、WMA、Kodak、
JPEG対応）、DVD+R、DVD+RW（ビデオフォーマッ
トのみ）、DVD-R、DVD-RW（DivX®対応）のディス
ク再生に対応しています。

• 2層ディスクについてはサポート対象外になります。
• ファイナライズされていないCD- R や CD- RW 、DVD- 
R 、DVD-RW 、DVD+R ディスクは再生できません。
ファイナライズとは、各ディスクの再生対応機器で再生
できるように処理することです。

• 本機は８ cmディスクには対応していません。
• 信頼できるメーカーのディスクを使用してください。録
音状態やディスクの特性によっては、再生できない場合
があります。

• ハート型などの特殊形状のディスクは使用しないでくだ
さい。

• DVD ビデオ、ビデオCD の中には操作や機能が本書の
記載と異なる場合があります。これはソフト制作者の意
図によるもので、本機の故障ではありません。詳しくは
ディスクのジャケットなどの説明をご参照ください。

• 左記ロゴマークの入ったものなど、それぞれの規格に合
致したディスクをご使用ください。それ以外のディスク
は、本機の故障やディスクの破損の原因となりますので
使用しないでください。

• 記録方法（PC 環境やソフトウェアなど）やディスクの
状態（傷やそりがあるなど）によっては再生できない場
合があります。

• ディスクを持つときは、ディスク
の縁や中央の穴を持つようにし、
表面に触れないでください。

• 再生時以外はディスクをトレイに
入れたままにしないでください。

• ディスクに鉛筆などで字を書かないでください。
• ディスクにテープやシールなどを貼ったり、のりなどを
つけないでください。

• 傷つき防止用のプロテクターなどは使わないでください。
• 市販のラベルプリンターで表面に印刷したディスクは使
わないでください。

• ディスクを保管する際には、
直射日光のあたるところや温
度の高いところ、湿気やほこ
りの多いところは避けてくだ
さい。

• ディスクが汚れたときには、
乾いた柔らかい布で中心から
外側へふいてください。レ
コードクリーナーやシンナー
などは使わないでください。

• 誤動作の原因になるため、市
販のレンズクリーナーなどは
使わないでください。

ディスクに関するご注意 ディスクの取扱いについて

注意
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■ ドルビーデジタル
ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャン
ネル音声を再生できるデジタルサラウンドシステム
です。全帯域の音声成分を持つフロントの3 チャ
ンネル（メイン L/R 、センター）と、サラウンド
のステレオ2 チャンネル、低音域専用の LFE チャ
ンネルの合計5.1 チャンネルで構成されます。 サラ
ウンドがステレオ2 チャンネルで収録されている
ため、音の移動感、木々のざわめきや波の音などの
繊細な環境音も明確に再現できます。
本機はマルチチャンネル音声を２チャンネルに変換
しますので手軽にドルビーデジタルで記録されたソ
フトを楽しむことができます。

■ リニア PCM (LPCM)
圧縮せずにデジタル信号に置き換えられた信号で
す。CDでは、44.1kHz/16bit で記録されている
のに対し、DVDでは48kHz/16bit ～ 192kHz/
24bit で記録されているので、CDよりも高音質で
再生できます。また、この信号を情報量を損なうこ
となく圧縮したものをパックトPCM（P.PCM）と
いいます。 

■ サンプリング周波数／量子化ビット数
アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、１秒
間にサンプリング（信号の大きさを数値に置き換え
ること）を行う回数をサンプリング周波数といい、
音の大きさを数値化するときのきめの細かさを量子
化ビット数といいます。 再生できる周波数帯は「サ
ンプリング周波数」で決まり、音量の差を表わすダ
イナミックレンジは「量子化ビット数」で決まりま
す。原理的には、サンプリング周波数が高いほど再
生可能な音域が広がり、量子化ビット数が大きいほ
ど音の大きさの変化をきめ細かく再現できることに
なります。 

■ ダイナミックレンジ
機器が出す雑音にうもれてしまわない最小音と、音
割れしない最大音との音量差のことです。 

■ トラック (CD/ ビデオCD)
CD、ビデオCDは、いくつかの区切り（トラック）
に分けられています。これらの区切りの番号をト
ラック番号と呼びます。 

用語解説

音声フォーマット オーディオ関連
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用語解説
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■ NTSC
NTSCは日本を含むアジア、北米や中央アメリカ、
南米で多く採用されている映像方式です。走査線は
525本あり、毎秒30フレームの画像を送る方式
です。

■ PAL
PALはイギリスや西ヨーロッパのほか、南米や中
東、アジア、アフリカ、オーストラリア、ニュー
ジーランド、太平洋諸国などで採用されている映像
方式です。走査線は625本で、毎秒25フレーム
の画像を送る方式です。

■ インターレース
一画面の走査線を奇数段、偶数段にわけ、交互に表
示する走査方式です。通常のテレビに使われている
走査方式です。 

■ コンポーネントビデオ信号
映像信号を「輝度を表す信号：Y信号」と「色を表
す信号：PB/CB およびPR/CR 信号」の3系統に
分けて伝送します。それぞれの信号を独立して伝送
するため、色をより忠実に再現できます。また、コ
ンポーネントビデオ信号は色信号から輝度信号を引
いているので色差信号とも呼ばれます。

■ タイトル、チャプター (DVD ビデオ )
DVDビデオは、いくつかの大きな区切り（タイト
ル）と小さな区切り（チャプター）に分けられてい
ます。それぞれの区切りの番号を、タイトル番号、
チャプター番号と呼びます。

■ デコーダー
ドルビーデジタルやDTSのビットストリーム信号
を5.1ch や２ chなどの音声に戻す装置のことで
す。この処理をデコードといいます。

■ フィルム素材／ビデオ素材
DVDソフトの映像情報は、一般的に以下の2種類
があります。

･ フィルム素材
映像情報が24コマ／秒で記録されているもの。 
（映画撮影で使われるフィルムには、24コマ／秒
で画像が記録されています。）最近では30コマ
／秒で記録されたプログレッシブ映像も登場しつ
つあります。

･ ビデオ素材
映像情報が30コマ／秒で記録されているもの。 

本機は、DVDソフトに記録された映像情報がフィ
ルム素材かビデオ素材かを判別し、それぞれに最適
な方法でプログレッシブ出力に変換します。 

■ プログレッシブ
一画面のすべての走査線を、一度に表示する走査方
式です。走査線を奇数段、偶数段にわけ、交互に表
示するインターレースに比べ、ちらつきの少ない、
滑らかな映像を映し出すことができます。

ディスクを無断で複製、放送、公開演奏、レンタルするこ
とは法律により禁じられています。 本製品は著作権保護技
術を採用しており、マクロビジョン社及びその他の著作権
利者が保有する米国特許及びその他の知的財産権によって
保護されています。 この著作権保護技術の使用はマクロビ
ジョン社の許可が必要で、マクロビジョン社の特別な許可
がない限り家庭用及びその他の一部の鑑賞用の使用に制限
されています。また、分解したり、改造することも禁じら
れています。

ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されてい
ます。「ドルビー」及びダブルD記号は、ドルビーラボラ
トリーズの商標です。

DTSおよびDTS Digital Out はデジタルシアターシステ
ムズの登録商標です。

MPEG-1 Audio Layer3 音声圧縮技術は、Fraunhofer 
IIS および THOMSON multimedia からライセンスを受
けています。

DivX、DivX Certified およびそのロゴはDivX 
Networks Inc の商標であり、ライセンス承諾を得て使用
されます。

ビデオ関連 著作権とロゴマーク
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アンプ部
･ L/R
定格出力 (20 kHz LPF)
　(1 kHz, 全高調波歪率 0.18 %, 6 Ω)
.......................................................................20 W + 20 W
実用最大出力 (20 kHz LPF)
 (1 kHz, 全高調波歪率 10%, 6 Ω) .........30 W + 30 W
全高調波歪率
AUX など.........................................................0.08 %以下
入力感度 /インピーダンス
AUXなど................................................300 mV/47 k Ω
周波数特性
AUX など................................10 Hz ～ 22 kHz ± 3ｄB
S/N比 (20 kHz LPF, IHF-A ネットワーク , 
入力ショート )/AUX (0 dB 入力時）
......................................................................................93 dB

ビデオ部
･ ビデオ入力信号
ビデオ................................................................1 Vp-p/75 Ω
コンポーネント..........................................1 Vp-p/75 Ω (Y)

0.7 Vp-p/75 Ω (PB, PR)
S/N比............................................................................72 dB

FMチューナー部
･ FM 受信周波数範囲 .............................. 76.0 ～ 108.0 MHz
･ S/N比 ( モノラル )..........................................................75 dB
･ 感度 (S/N 20dB)........................................................... 1.0 µV

AMチューナー部
･ AM 受信周波数範囲..................................522 ～ 1629 kHz
･ S/N比 ( モノラル )..........................................................32 dB
･ 感度 (S/N 20dB)......................................................... 700 µV

CD/DVD部
･ S/N比............................................................................... 95 dB
･ 全高調波歪率...............................................................0.007 ％
･ セパレーション ................................................................ 90 dB

オーディオ部
･ドルビーデジタル /MPEG （DTSを除く）
･ PCM:16ビット
･ LPCM: 20/24 ビット
Fs  44.1, 48 kHz 対応 /88.2, 96 kHz ダウンミック対応

･MP3: 32 ～ 320 kbps16 ～ 48 kHz サンプリングレート
･WMA:192 kbps まで（32 kbps を除く )
32, 44.1, 48  kHz サンプリングレート
･WMA/MP3/VBR（モノラル /ステレオ）

総合
･ 電源電圧／周波数 .............................. AC 100 V, 50/60 Hz
･ 消費電力..............................................................................30 W
･ 待機時消費電力 .................................................................0.9 Ｗ
･ 外形寸法 ( 幅 x 高さ x 奥行き )
....................................................210 x 112.8 x 295.9 mm
･ 質量.................................................................................2.65 kg
･ 動作温度範囲......................................................+ 5 ～ +35℃
･ 動作湿度範囲............................. 5 ～ 90% ( 結露しないこと )

仕様、および外観は、製品の改良のため予告なく変更する
ことがあります。

レーザー
  タイプ 半導体レーザー
  波長 650 ｎｍ（DVD)

790 ｎｍ（VCD/CD)
  出力 1.45 ｍW（DVD)

1.13 ｍW（VCD/CD）
  ビーム広がり 60度

この取扱説明書に記載されている以外の調節や操作は、
有害な放射を引き起こす可能性があります。

主な仕様

ご注意

CLASS 1 LASER PRODUCT
LASER KLASSE 1 PRODUKT
LUOKAN 1 LASERLAITE
KLASS 1 LASER APPARAT 
PRODUIT LASER DE CLASSE 1

CLASS 1 LASER PRODUCT

LASERE KLASSE 1 PRODUKT

CAUTION-VISIBLE AND INVISIBLE
LASER RADIATION WHEN OPEN. DO NOT
STARE INTO BEAM OR VIEW DIRECTLY
WITH OPTICAL INSTRUMENTS.

クラス１レーザ製品



リモコンコード一覧

• 外部機器の機種によっては、本機のリモコンで一部の機能を操作できない場合やまったく操作できない場合があります。
このような場合は各機器に付属しているリモコンをご使用ください。

• 複数のリモコンコードが記載されている場合は、お使いの機器に一致するものが見つかるまで順にお試しください。

テレビ

ケーブルテレビチューナー

衛星デジタルチューナー

ご注意

メーカー名 リモコンコード
ヤマハ 299 292 242 285 287 253
アイワ 294 276 283 284
NEC 297 252 282
サンヨー 295 233 279 272 273 274 212
シャープ 292 239 232 213
ソニー 263 214
東芝 292 226 267 215
ビクター 296 246 247 286
日立 297 239 242 243 285
パイオニア 226 235 254 255 268
バイデザイン 201 202
パナソニック 234 235 236 253 288 211
富士通 289
フナイ 277 278
三菱 299 297 259 287

メーカー名 リモコンコード
ソニー 756 757
パイオニア 748 785 747
パナソニック 744 745 746 747 783 784
日立 722

メーカー名 リモコンコード
ソニー 832 835
東芝 833 836
パナソニック 826 829
ビクター 822
日立 824

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気
になるものです。隣近所への配慮を充分
にしましょう。静かな夜間には小さな音
でもよく通り、特に低音は床や壁などを
伝わりやすく、思わぬところに迷惑をか
けてしまいます。適当な音量を心がけ、
窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用にな
るのも一つの方法です。音楽はみんなで
楽しむもの、お互いに心を配り快適な生
活環境を守りましょう。
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